
今年度は [第 4次斃女共同参画基本計画J翁申間年 1こあたります。現時点での政縄を振り返り、「男女共同参画社会はどこまで

進んでしヽる0ん 」`「こ範からどのよう〔こ男交共同参画を進綸てしく 礫かJ:こりしへて、国鋳施策修最新憫報、地域連携 |こよる女1性藩躍

推進の実践事舒J、 全国からの参鸞者同士 |こよ鶴1鵞報交換とネットラータ構築などを通して様やな角度から提え、現状と課瞳を

把握し、それぞれ¢現場に持ち帰つて実錢で審る収組のヒント指探り議す。

地域 :通おけ鶴男女共同参薗鉾推進者とれて知識・企画力・実践力を養ら高度で専門的な研修です。

※登壇者・内容は急きょ変更となる場合があります。最新情報および詳細は国立女性教育会館のHPで ご確認ください。
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江原 由美子氏
横浜国立大学大学院

都市イノベーション研究院教授

『議がM靱擁女共圃参爾颯渉蝙と申後の譲饉』

日本における男女共同参画推進 |よいかに

して進んできたのか、その歴史的背景を

学ぶとともに、こ組から私たちが取り組む

べき課題は何かを明らかにし、男女共同

参画を推進する地域リーダーとして知見

を深めます。

〔パネリスト兼コーディネーター〕

大崎 麻子氏
特定非営利活動法人

Gender Action Ptatform理 事

硫‐|11

〔パネリスト〕

三浦 まり氏
上智大学法学部教授

治部 れんげ氏
昭和女子大学

現代ビジネス研究所研究員

『刀数鶏同紛y靱鰺鞭徹茫える』

2017年 11月 に世界経済フォーラムが発表したGGGI(グ ローバルジェンダー
ギャップ指数)の順位|よ、144か 国中114位。日本はここ数年そのllLE位をじりじり

と下げ、女性活躍後進国となりつつあります。

男女共同参画社会の形成に向け、「あらゆる分野における女性活躍」、特に「女性

活躍Jの鍵となる分野について現在の課題を整理し、女性も男性も   が生き
やすく働きやすい社会を実現するためのヒントを探ります。

独立行政 法人 特定非営利活動法人

国 立 女 性 教 育 会 館 全 国 女 性 会 館
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B:地方自治体職員コニス  報告者   ● :諸橋泰樹氏 (フエリス女学院大学教授)
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国立女性教育会館ホームページから、平成30年度「地域における男女共同参画推進リーダー研修」の

参加申込書をダウン饉―ドし、必要事項をご記入の上、E‐ mailまたは郵送で事業課までお送りください。

鰈鱚魏瑯魏《彦鬱蝉謳絣デ褥餘瘍哩讚》‡盤埒鰊⑮ 本研修の参カロ前までに、男女共同参画の基礎AEl識を学ぶeラーニング講座を受講

していただきます (総学習時間 1目寺間程度、受講料無料)。 受講手続などの詳細は、お申込後の参加通知にてお知らせします。

轟ヅ。1『ゴ
羅   :糠

農Ⅲ°鐘

【交通アクセス1
●東武東上線「武蔵嵐山駅」下車

⇒池袋駅から快速・急行で60分

⇒小川町駅からア分

●武蔵嵐曲駅西国から

⇒徒歩12分

⇒夕タシー 5分

【お申込み・間含せ先】
独立行政法人国立女性教育会館事業課

〒355‐ 0292埼玉県比企郡嵐山町菅谷フ28

M0493‐ 62‐6724/6725

m progdivonwec`jp

翻国滋https//www.nwec.jp NWEC 菫躊


